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Ⅳ 花き生販連携先進事例 

 

４ ｉ８７９セレクション生販合同企画グループ（東京都） 

（ｉ８７９は花キューピット関連企業） 

 

 

(1) 

促

進

会

議 

 

①目的 

 

1. 近年、鉢物の流通についても、特定の卸売市場に集中し、地方の市場では

、品質の良い多様な鉢物の仕入れが非常に難しくなっており、結果として、

消費者に提供できない地域が拡大している。 

2. このため、当社の有する消費者情報を分析し、国内優良鉢物生産者及び育

種会社と花き小売組織によるチームマーケティングを行い、WEB及び花き小

売店における販売促進企画を検討・推進することにより、消費者の求める品

質の良い鉢物を、全国の消費者に提供できる体制づくりに取り組み、消費者

の期待に応える鉢物の提供と国内生産者及び生花小売専門店の経営の安定を

推進することを目的とする。 

 

 

②構成メンバ

ー 

 

鉢物生産者 ：㈲モテギ洋蘭園、㈲矢祭園芸、㈲セントラルローズ、長谷川園

芸 

育種会社  ：京成バラ園芸㈱ 

花き小売組織：㈱i879 

 

 

③開催実績 

 

矢祭園芸との会議 計3回 

京成バラ園芸との会議 計3回 

長谷川園芸との会議 計2回 

モテギ洋蘭園との会議 計2回 

合同会議（矢祭園芸、モテギ洋蘭園、京成バラ園芸） 計1回 

 

 

(2)連携のテーマ 

1)株式会社 i879では 09年 12月よりWEB産直鉢物ギフト（サービス名：i879

セレクション）（WEB注文受付⇒産地より宅配便でお届け先へ直送）を導入。

これまでインターネット花キューピットで扱う鉢物は、原則、全国の花キュ

ーピット組合員が入手可能な鉢物となっており、これら鉢物はすでにホーム

センター等との価格面での競争が厳しく、生産者、小売ともに利益確保が難

しくなって来ている。また、価格重視に偏重するあまり品質面でのこだわり

は軽視され、結果、鉢物に対する消費者信頼を損ねるような場合も散見され

る。かかる諸環境より、優良生産者（産地）と連携し、花き小売組織の専門

サイトおよび小売店が取り扱うに相応しい鉢物のアイテム導入を確立するこ

とが㈱i879のみならず花キューピットグループとしての喫緊の課題であると

の認識で取り組みをスタート。また、組合員の店頭産直鉢物モデル（平成 21

年 11月から実証実験予定）や、組合員へ卸す組合員鉢物卸モデルも視野に入

れながら取り組み、花キューピットグループ全体にとってのメリットを常に

追求して行くこととしている。 

・優良生産者との連携、限りのある高品質（or希尐価値の高い）鉢物を花キ
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ューピットグループ内に提供する。  

 ・店頭における鉢物の商品の在庫リスクをなくし、コスト削減に寄与する。  

 ・WEBとの連動により、実店舗への来店促進につなげる。 

 

2)生産者、商品の選定基準 

 

①i879セレクション商品選定基準   

   ・インターネット花キューピットでしか買えない希尐価値の高い商品  

   ・i879が自信をもって消費者へ推奨できる商品  

   ・こだわりのある生産者によって、育成された商品  

②i879セレクション生産者選択基準 （視点） 

   ・実績において、市場評価の高い生産者  ・価格と品質のバランスに優

れる 

   ・生産者自身の方向性、考え方      ・今後、可能性のある生産者

の育成  

・ 方向性（目指すところ）の一致 

   

 

(3)連携の活動内容 

 

 

株式会社i879が運営しているインターネット花キューピットにて消費者向け

に生産者のこだわりを紹介するとともに取り扱いアイテムの販売（サービス名i

879セレクション）を行っているが、生産者との直接協議を重ねることにより更

に内容の充実を図った。 

 

また、複数の生産者が一同に介することにより品目の垣根を越え

た生産者同士の情報交換の場も設け、各生産者・育種会社・小売で

ひとつのチームとなりマーケティング活動を模索した。  

 

また、花キューピット協同組合の組合員（花店）店頭受注モデル

を導入し、全国の花店が在庫を持たずに顧客が遠隔地へ優良な鉢物

をギフトとして贈ることが出来る環境をつくり、平成２２年５月の

母の日に実施することとなった。このために花キューピット協同組

合の組合員（花店）47 店へサンプルを提供し、商品となる鉢物を評

価してもらい、この評価を産地へフィードバックする予定である。  

 

併せて、平成22年には、社団法人JFTDで開催予定の第二回フラワードリー

ムにおいてi879セレクション参加産地として共同ブースを展開、WEBという仮

想空間にとどまらず消費者と生産者が直接コミュニケーションを図る場の提供

へとつなげる為、各生産者と出展に関する打合せを開始した。 

 

 

(4)スケジュール 

9/16矢祭園芸との会議 

9/28京成バラ園芸との会議 

10/27長谷川園芸との会議 
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11/16矢祭園芸との会議 

1/29モテギ洋蘭園との会議 

2/10長谷川園芸との会議 

2/12矢祭園芸との会議 

2/2京成バラ園芸との会議 

2/25合同会議（矢祭園芸、モテギ洋蘭園、京成バラ園芸） 

3/25モテギ洋蘭園との会議 

3/17京成バラ園芸との会議 

3月中旬 WEBi879セレクション母の日販売開始 

4月中旬 店頭産直鉢物サンプル納品（花キューピット組合員花店へ） 

5月上旬 産直鉢物卸の納品（花キューピット組合員花店へ） 

7月3､4､5 フラワードリーム（ビックサイト）開催（各生産者のブース出展） 

 

 

(5)実施体制 

株式会社i879事業開発部にて事務局運営を行う。 

主たる担当者：部長 坂内伊良、副部長 西井暁彦、マネージャー 小口千尋 

主たる会場：各産地及び小売組織（i879）事務所 

埼玉県本庄市、福島県矢祭町、千葉県八千代市、茨城県、東京都

品川区 

 

 

(6)事業実施の自己

評価と今後の

課題 

継続事業のWEB産直鉢物は内容の充実が果たせた事に加え、店頭産直鉢物と店

頭産直卸が新たに実現した。これは、WEBというバーチャルの販売窓口での生

産者との共同取り組みの充実とともに、リアル店舗（花店）に対して、消費者

からの受注活動の支援（店頭産直鉢物）と消費者への直接販売の為の仕入支援

（産直鉢物卸）が実現したことを意味する。今後、各生産者との個別取り組み

以外に、生産品目の異なる複数生産者との共同取り組みの実施が当面の課題と

なり、その第一ステップとしてフラワードリームにおける共同出店を模索して

いる。 

 

 

 

＜産直鉢物販売の新たな取り組み＞ 

 

株式会社i879では、全国の花キューピット組合員が入手可能な鉢物についてインターネ

ットによる販売を行ってきたが、ホームセンター等との価格面での競争が厳しく、生産者、

小売ともに利益確保が難しく、また、価格重視に偏重するあまり品質面でのこだわりは軽

視されて鉢物に対する消費者信頼を損ねるような場合も見なれた。 

このため、次のような観点から 

 

① 優良生産者との連携、限りのある高品質（or希尐価値の高い）鉢物を花キューピッ

トグループ内に提供する。  

 ② 店頭における鉢物の商品の在庫リスクをなくし、コスト削減に寄与する。  
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 ③ ＷＥＢとの連動により、実店舗への来店促進につなげる。 

 

新たに産直鉢物の販売システムとして、次の３販売パターンを検討するとともに、国内

優良鉢物生産者や育種会社と鉢物商品の品目・品種の選定、価格・手数料、生産・販売も

目標数量、注文・配送方式等個別に具体的に協議して、「i879Selection」という産直商品

として平成２１年１２月から試行・導入した。 

 

（１）ＷＥＢ産直鉢物 販売 

 

ＷＥＢ産直鉢物は、株式会社i879が運営管理する「インターネット 花キューピット」

のホームページ（http://www.i879.com/）に、産直鉢物の商品カタログ（鉢物商品の写真、

価格、生産者の紹介等）を掲載する。消費者からの注文は、インターネットを通じて株式

会社i879が直接を受けて、これらの注文ごとに提携生産者に発注するものであり、その鉢

物商品は、提携生産者から宅配便で消費者あるいは消費者からの贈答先へ配達される。 

 

（２）店頭産直鉢物 販売 

 

 店頭産直鉢物は、株式会社i879のと全国の優良鉢物生産者との協議により、選定した鉢

物商品サンプルとそのＰＲチラシを、事前に協力するＪＦＴＤ加盟の生花店へ生産者から

宅配便で配送する。生花店では、鉢物商品サンプルとＰＲチラシを店頭に展示して消費者

からの注文を受ける。これらの注文は、株式会社i879を通じて提携生産者へ発注するもの

であり、その鉢物商品は、提携生産者から宅配便で消費者あるいは消費者からの贈答先へ

配達される。 

 今回は、平成２１年１２月に年末セールの店頭産直鉢物の試行を行うとともに、平成２

２年５月の母の日に向けてカーネーション、アジサイ、バラ等の商品サンプルとＰＲチラ

シを４月中旬にＪＦＴＤ加盟の生花店への納品し、協力生花店では、消費者へ店頭ＰＲを

行いつつ注文を受ける。なお、協力生産者からの母のひ商品のの消費者への発送は、５月

８日及び９日に宅配便で行われる。 

 

（３）産直鉢物卸 販売（＝花材流通） 

 

 産直鉢物卸は、株式会社i879のと全国の優良鉢物生産者との協議により、選定した鉢物

商品について、ＪＦＴＤ加盟生花店用向けのＰＲチラシを作成・配布することにより、各

生花店からの注文を受ける。こららの注文商品は、セット単位（宅配便の発送段ボールご

とに３～６鉢程度）で買い取り方式で販売されるもので、希望する生花店は株式会社i879

へ注文する。その後、販売予定日前に、提携生産者から注文した生花店へ納品され、注文

した生花店は、店頭に展示して消費者へ販売する。 

今回は、平成２２年５月の母の日に向けてカーネーション、アジサイ、バラ等のＪＦＴ

Ｄ加盟生花店用向けのＰＲチラシが３月中旬に作成・配布され、生花店からの注文をける

とともに、提携生産者からの生花店への納品は５月６日～８日に納品が行われる。 
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（参考資料１） 

ＷＥＢ産直鉢物 販売のホームページ： 一般消費者向けのホームページ 
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（参考資料２） 

店頭産直鉢物 販売の実験協力店への要請： ＪＦＴＤ加盟の生花店向け 
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(参考資料３) 

産直鉢物卸 販売のＰＲチラシ： ＪＦＴＤ加盟の生花店向け 
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